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ア

ゾ

カ

海

運

政

策

論

拭

剣

11iポ
l
y・
マ
ッ

2
2
y・
2
1式
の
所
説
に
つ
い
て

1
i

メ

佐

宣

千

波

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
闘
の
市
民
は
、
海
と
言
へ
ぽ
、
そ
れ
が
地
問
D
上
に
あ
る
と
言
ふ
と
と
以
外
に
は
殆
ん

E
知
る
と
と
ろ
が
友
い
。

彼
等
は
海
を
恰
も
陸
で
る
る
か
の
如
〈
に
取
扱
ふ
。
立
法
部
面
を
見
て
も
、
海
と
人
生
と
の
経
桝
閥
係
・
海
と
事
業
主
の
経
品
川
閥
係

に
つ
い
て
非
道
い
無
知
を
曝
露
し
亡
ゐ
る
。
立
法
部
面
だ
け
に
と
苫
ま
ら
な
い
。
財
政
金
融
部
商
に
於
い
で
、
市
民
自
己
E
ろ
白
持

ち
方
に
於
い
て
、
公
刊
出
版
物
に
於
い
て
、
大
串
の
科
目
に
於
い
て
、
す
べ
て
然
り
で
あ
呂
。
L

己
れ
は
、
ラ
ヴ
セ
ル
・
ス
ミ
ス
が
一

九
一
九
年
比
著
し
た
「
世
界
大
戦
白
海
運
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
と
題
す
る
書
物
の
友
か
で
蓮
ペ
て
ゐ
る
言
葉
で
あ
る
航
、
或
品
意
味
で

ア
メ
リ
カ
人
白
海
運
に
到
す
る
閥
山
の
ほ
E
b
z
巧
に
表
現
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
ロ
併
し
乍
ら
、

E
の
と
と
必
中
し
も
ア
メ
リ
カ

で
の
海
運
問
題
が
車
純
で
あ
る
己
と
を
意
味
し
在
い
。
「
海
運
の
問
題
は
T
メ
q
カ
の
政
治
界
で
最
も
し
つ

E
〈
五
月
蝿
い
問
題
で

あ
る
よ
と
も
言
ふ
と

t
が
出
来
呂
。

で
は
、
何
故
に
さ
う
な
の
で
あ
ち
ろ
か
。
海
運
に
劃
す
る
一
般
の
要
請
が
必
宇
し
も
昂
ま
っ
て
ゐ
左
い
白
に
一
部
の
政
治
家
・
事

業
家
・
等
々
が
自
分
た
ち
の
利
害
関
係
か
ら
海
還
を
取
主
げ
で
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
無
理
が
輿
論
と
の
衝
突
を
来
た
す
か
ら
で
あ

ア
メ

p
カ
海
運
政
策
論
批
判

保
主
十
九
巻

俸
二
、
三
、
四
都

六
五

J. RusseI1 Smith， Jnfluence or the Great War on Shipping， New. York， 1919 
p. 317 
Paul Maxwell Ze同 AmericanShipping Policy， Pdncetbn， I!n8. Prerace. (佐
越翠「アメ 9カ海運政策」、有斐閥、昭和18年謹行、序文)。
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ア
メ
り
カ
海
運
政
策
論
批
判

第
五
十
九
巻

静
二
三
三
、
四
焼

六
六

.¥ 

る
・
と
言
へ
る
と
同
時
に
、
ま
た
、
各
方
面
の
釘
算
的
危
立
揚
か
ち
取
上
げ
ち
れ
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
て
ゐ
る
海
運
が
外
投
ら
由
開
家
政

策
白
重
要
な
劉
象
と
在
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
も
考
へ
る

E
E
が
出
来
る
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
ア
メ
り
カ
の
海
運
問
題
ほ
ど
政

界
・
業
界
・
皐
界
に
於
い
て
論
争
が
盛
ん
で
折
衝
膝
酬
の
還
な
い
も
の
は
左
い
。

か
ぐ
て
、
梅
蓮
へ
の
一
般
の
閥
心
段
級
め
て
低
調
で
あ
る
と
言
は
れ
る
反
面
、
い
や
し
く
も
椀
還
に
闘
す
る
限
り
、
議
論
の
多
〈

¥
は
著
し
く
岡
家
政
策
的
色
彩
を
帯
び
る
。
政
治
家
は
勿
論
白
己
と
、
事
業
家
も
感
者
も
、
己
陣
営
は
問
は
宇
、
と
に
か
く
、
梅
還
に
つ

い
て
は
岡
家
政
策
的
立
場
か
ら
議
論
せ
ざ
る
は
な
い
と
云
ム
風
で
あ
る
。
と
れ
は
7
メ
リ
カ
海
運
政
策
論
。
特
徴
的
設
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
等
に
於
凶
り
る
海
運
問
題
の
一
取
上
げ
方
と
い
さ
さ
か
趣
を
異
陀
す
る
賄
で
あ
る
n

さ
て
、
己
己
で
私
が
紹
介
し
批
判
し
よ
う
と
す
る
ボ

1
ル
・
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
十
ジ
ェ

1
ス
の
「
ア
メ
ロ
カ
治
運
政
策
」
は
、
ア
メ
リ

カ
で
の
か
う

L
た
海
運
政
策
論
議
ま
た
は
政
争
を
極
め
て
興
味
深
く
展
開
し
て
ゐ
る
文
献
で
あ
る
が
、
豊
富
左
資
料
主
駆
使
し
て
成

一
九
三
八
年
の
出
版
に
か
か
り
、

れ
る
だ
け
わ
っ
て
、
説
く
と
と
ろ
甚
だ
正
芳
で
あ
り
串
間
的
芳
香
の
高
い
も
白
で
あ
る
。

E
っ、

纏
っ
た
ア
メ
ロ
カ
海
運
政
策
関
係
の
丈
献
在
し
て
最
も
新
し
い
も
D
に
属
す
る
。
菊
版
二
五
四
頁
、
引
十
四
草
に
亙
る
が
、
己
の
う

ち
、
第
一
挙
よ
り
第
十
二
章
ま
で
を
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
史
の
考
察
に
支
て
、
第
一
章
「
南
北
戦
争
以
前
の
ア
メ
リ
カ
浴
建
」
か
ら
設

き
起
し
て
第
十
二
字
「
科
皐
的
海
運
柿
助
金
政
策
」
の
題
の
下
に
一
九
三
六
年
商
結
法
の
制
定
に
ま
で
及
ん
で
ゐ
る
。

一
昨
師
、
ア
メ
リ
カ
格
運
政
策
史
の
研
究
k
云
へ
る
D
で
あ
る
が
、
一
，
車
に
出
来
事
を
絞
辿
ず
る
に
主
ど
ま
る
一
一

従
っ
て
、
本
書
は
、

ゃ
う
た
泊
逗
政
策
史
は
著
者
の
採
ら
た
い
と
と
ろ
で
あ
っ
て
、
「
何
が
起
っ
た
か
に
つ
い
て
完
全
段
事
貨
の
記
録
を
読
者
に
提
供
し

議
舎
を
動
か
す
由
閃
ー
と
一
勢
力
主
を
奨
昔
と
め
呂
と
と
に
専
念
し
も
八
」
著
者
は
、
本
研
究
の
謀
泌
を

ょ
う
と
努
め
る
一
方
、

先
づ
、

Zeis， op. cit. (佐渡課「アメリカ海運政策」参問〉。
位置課、アメヲカ海運耽策、序文。
佐世帯、アメ Pカ海j軍政策、序文。
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「
?
と
合
衆
闘
は
治
運
政
策
を
有
っ
て
ゐ
た
か
、

(
b
〕
そ
の
海
運
政
策
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
何
故
K
取
上
げ
ら

れ
た
か
、
(

C

)

そ
の
海
運
政
策
は
所
明
白
目
的
を
川
市
し
た
か
、

(
d
)
そ
の
政
策
は
岡
氏
に
縮
利
を
も
た
ら
し
た

h
L
と
言
ム
問
題
忙

取
組
み
、
こ
れ
が
探
究
と
分
析
と
に
全
力
牢
つ
く
し
た
。
よ
っ
て
、
韓
裁
O
上
で
は
普
通
の
歴
史
研
究
の
如
〈
年
代
を
追
っ
て
軍
要

問
題
を
取
上
げ
て
ゐ
る
が
、
内
容
は
桜
め
で
示
唆
仁
富
む
深
く
掘
下
げ
た
崎
町
作
と
一
首
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
か
〈
て
、

一
般
に
低
調
の

殺
り
を
菟
れ
な
い
海
運
史
叉
は
栴
蓮
政
策
史
の
分
野
に
あ
っ
て
、

本
主
日
白
有
つ
償
値
は
相
官
に
筒
い
と
言
っ
て
よ
い
。

「
海
運
政
策

決
定
の
意
闘
の
下
花
、
海
運
問
題
に
闘

f
z
議
舎
の
態
度
行
動
を
徹
底
的
に
分
析
し
た
最
初
の
研
賞
で
あ
る
と
の
一
自
信
を
も
っ
て
ゐ

e
h
J
K
は
、
著
者
自
身
が
本
書
の
序
交
に
於
い
て
し
る
す
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
必
や
し
も
著
者
向
同
惚
・
と
の
み
言
へ
な
い
や
ろ
で
あ

る
殊
肥
護
者
の
と
こ
ろ
を
捉
へ
る
の
は
本
書
の
随
所
忙
向
て
来
る
著
者
の
義
俄
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
時
と

L
で
池
姑
業
者
や
徴
鋼
ト

。。
文
文

序
序

策
策

政
止譲カ

カ
叩

3
9

メメアア

究
的
態
度
を
打
出
す
己
と
に
依
っ
て
、
請
が
刊
に
示
唆
と
感
銘
と
を
興
へ
る
と
と
躍
だ
大
で
あ
る
。
乙
れ
は
従
来
の
平
板
箪
調
宏
、
昨
謹
書
課

世
波

政
策
、
史
研
究
陀
数
彰
一
見
泣
い
と
と
る
の
杭
倒
的
在
賄
で
あ
っ
て
、
.
と
の
領
域
の
研
究
に
た
づ
さ
は
る
我
々
を
毅
へ
る
と
と
る
以
〈
は
、
・
佐
佐

'b"'' 

ラ
ス
ト
の
飽
ぐ
校
舎
濁
占
に
劃
し
て
放
た
れ
、
ま
た
、
時
と
し
て
海
k
危
険
を
組
一
蹴
し
て
人
命
財
産
自
損
失
を
樟
ん
十
る
府
運
業
者

に
剥
し
て
放
た
れ
る
。
就
中
、
第
一
夫
世
界
大
戦
の
戟
時
緊
急
造
船
民
間
闘
す
る
ア
メ
リ
カ
官
僚
政
治
の
失
策
に
勤
し
、
ま
た
、
戦
後

官
有
除
梯
下
問
題
に
絡
ま
る
海
運
業
者
連
中
の
い
ま
は
し
い
醐
間
的
行
動
に
剥
し
て
著
者
の
下
す
犀
利
な
分
析
の
メ
ス
は
燃
ゆ
る
が

如
雪
国
車
憤
t

と
相
倹
っ
て
、
日
本
人
の
我
々
に
と
っ
で
さ
へ
興
趣
ワ
き
ぬ
も
の
が
あ
る
。

か
う
し
た

E
己
ろ
か
ら
、
木
書
は
、
歴
史
的
研
究
で
あ
り
つ
つ
、
そ
の
う
ち
に
著
者
の
枇
合
粧
桝
に
劃
す
る
考
察
態
度
ま
た
は
早

在
い
。

ア
メ
ヲ
カ
櫓
謹
政
策
論
批
判

部
主
十
九
巻

俸
二
、
z
J
四
蹴

六
七



ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
論
批
判
*

第
五
十
九
巻

第
二
、
2
4
四
抜

六
凡

と
と
る
で
、
我
々
悼
と
っ
て
特
忙
好
都
台
た
白
は
、
本
書
の
最
後
の
二
一
つ
の
坑
?
に
於
い
て
、
著
者
が
白
分
の
格
運
政
策
研
賓
の
な

場
を
直
接
は
つ
苦
り
展
開
し
て
央
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
‘
己
れ
に
依
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
白
著
者
が
ア
メ
リ
カ

の
海
運
又
は
海
運
政
策
に
つ
い
て
如
何
に
考
へ
如
何
に
要
求
し
て
ゐ
る
か
を
明
江
見
と
ど
け
る
己
と
が
出
来
る
。
議
者
D
多
数
は
、

著
者
が
と
と
で
採
る
と
と
る
の
桜
め
て
徹
属
し
た
見
方
を
泊
し
て
、
従
来
週
説
的
に
漠
然
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
と
と
る
の
ア
メ
リ
カ

海
漣
政
策
の
性
格
に
つ
い
て
或
る
論
設
を
得
た
管
で
あ
一
る
。

併
し
、
警
戒
を
要
す
る
の
は
従
来
か
ら
の
通
説
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

い
や

L
〈
も
海
蓮
政
策
は
政
策
で
あ

る
。
政
策
は
決
し
て
枠
に
入
っ
た
も
白
、
却
一
泊
り
の
も
の
と
し
て
終
始
す
る
も
の
で
な
い
。
危
機
を
含
ん
で
務
展
を
辿
る
生
々
躍
々

し
た
も
白
で
あ
る
。
か
う
じ
た
と
己
ろ
か
ら
、
我
々
は
著
者
自
歴
史
的
研
究
を
高
〈
評
慌
し
つ
つ
、
他
方
、
著
者
の
ア
メ

p
カ
梅
蓮

政
策
に
剥
す
る
立
揚
従
ワ
ア
一
結
論
を
注
窓
深
〈
者
守
ら
な
〈
て
は
た
ら
ぬ
。
と
れ
は
、

一
つ
に
は
、
著
者
白
考
察
が
そ
と
で
終
っ
て

ゐ
る
一
九
三
八
年
以
後
に
於
け
る
ア
メ

H
カ
海
運
政
策
白
劃
期
的
後
展
を
知
っ
て
ゐ
る
我
々
研
究
者
の
責
務
で
も
あ
る
。
そ
と
で
、

私
は
、
本
稿
で
は
、
著
者
の
立
揚
と
意
見
が
そ
己
に
十
分
露
呈
し
て
ゐ
る
本
書
最
後
白
二
牟
を
専
ち
取
上
げ
て
、
著
者
の
ア
メ

p
カ

海
運
政
策
論
を
紹
介
し
批
判
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
書
の
構
成
・
ー
内
容
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
私
の
課
し
た
「
ア
メ
ロ
カ
梅
蓮
政

策
」
を
見
ら
れ
る
の
が
使
宜
で
あ
ら
う
。

「
南
北
戦
争
以
来
白
海
運
立
法
史
は
ア
メ

P
カ
岡
家
政
策
白
波
展
様
式
を
よ
〈
一
市
誇
ず
る
。
殆
ん
ど
例
外
友
〈
、
岡
家
政
策
は
園
内

の
隈
ら
れ
た
特
定
白
経
消
閑
儲
叉
は
一
粧
品
開
園
織
の
利
益
増
大
の
た
め
に
構
想
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
す
べ
て
と
言
へ
ぬ

ιし
で
も
J

多

〈
の
揚
合
、
他
白
経
済
圏
鱒
・
社
合
園
酬
闘
の
利
谷
は
と
れ
が
た
め
に
犠
牲
に
供
さ
れ
た
。
さ
う
す
る
己
と
に
依
っ
て
白
み
、
己
れ
ら



の
謂
は
ゆ
る
園
家
政
策
は
促
進
さ
れ
得

h
。
」
か
く
し
て
、
モ
と
に
は
自
ら
海
還
を
め
一
ぐ
っ
て
各
種
利
ぷ
圏
腿
間
忙
衝
突
の
起
る
の
を

工
業
地
域
で
は
傭
主
と
被
傭
者
そ
し
て
生

売
れ
左
か
っ
た
。

「
農
業
地
域
の
製
墜
ず
る
経
済
目
的
は
工
業
地
域
の
そ
れ
と
衝
突
し
、

産
者
と
消
費
者
と
の
聞
に
絶
え
ざ
る
争
闘
が
展
開
さ
れ
た
。
農
業
を
挟
け
る
立
法
は
往
々
に
し
て
製
油
業
者
・
持
働
者
の
利
続
を
阻

害
し
た
。
工
業
家
を
利
錠
ず
る
関
税
保
譲
は
農
業
者
と
消
費
者
た
る
勢
働
者
と
を
害
し
た
。
曲
目
働
者
を
救
ム
立
法
は
屡
ξ

他
の
経
桝

国
憶
に
逆
伯
作
用
を
及
ぼ
し
た
。
」

「
立
法
閥
係
の
領
域
の
う
ち
海
運
陀
闘
す
呂
も
m
U

ほ
E
推
進
圏
帽
が
積
極
的
に
立
ち
働
く
'
と
と
ろ
は
あ
る
士
い
。

法
枯
葉
者
・
楠

主
-
梅
員
組
合
・
等
の
有
力
圃
髄
は
、
梅
運
開
係
法
規
か
ら
直
接
影
響
を
受
け
る
だ
け
に
、
自
分
た
ち
の
一
利
袋
を
増
進

f
る
法
律
白
制

定
に
は
全
く
大
童
で
あ
る
。
他
方
、
海
軍
・
鱗
鋼
業
・
荷
主
・
一
般
旋
行
者
・
等
の
閣
慌
に
於
い
て
も
、
梅
運
立
法
が
自
分
た
ち
に
影
響

す
る

k
と
ろ
わ
る
を
知
っ
て
、
自
分
た
ち
に
最
大
の
利
一
耐
を
提
供
す
る
法
規
を
作
り
上
げ
よ
う
在
し
て
力
を
注
れ
。
」

「
己
れ
ま
で
の
海
運
界
の
筒
突
の
多
〈
は
権
運
開
係
諸
国
憾
相
互
の
聞
の
諭
争
か
ら
起
っ
て
ゐ
る
。

活
帥
町
業
者
を
扶
凶
り
る
法
俸
は

船
主
を
害
し
た
。
船
員
保
護
白
法
律
に
は
建
柏
業
者
と
舶
主
と
が
反
封
し
た
。
荷
主
・
般
客
一
般
を
保
護
す
る
立
法
は
よ
り
完
全
た

海
I
安
全
法
規
を
要
求
し
た
た
め

ι船
主
か
ら
敵
意
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
要
す
る
に
、
ど
の
推
進
閣
慣
も
白
分
本
位
白
立
場
に

立
ち
、
自
分
た
ち
の
利
子
乞
増
進
さ
せ
て
呉
れ
さ
う
た
揚
合
に
の
み
商
儲
除
の
褒
展
改
善
宇
一
支
持
し
売
に
過
ぎ
去
か
っ
ぺ
。
」

ア
メ
リ
カ
椀
謹
政
策
に
針
し
で
精
級
た
歴
史
的
研
坑
を
過
し
て
著
者
が
悔
建
立
法
の
推
準
力
に
つ
い
て
到
達
し
た
結
論
は
大
鰐
右

の
如
く
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
機
運
政
策
白
主
鰐
は
決
し
て
園
家
一
般
で
も
国
民
一
般
で
も
た
〈
、
多
〈
の
揚
合
、
岡
内
の
特
定
利
経

国
醐
聞
に
限
ら
れ
た
。
時
、
と
相
朝
合
と

ι依
っ
て
、
皐
に
そ
れ
が
甲
園
陸
又
は
乙
園
憾
と
た
り
、
更
に
ま
た
、
丙
・
丁
・
等
々
の
園
慨
に
移

つ
で
行
っ
た
に
過
ぎ
在
か
っ
た
。
権
建
立
法
の
制
定
仁
首
つ
て
は
、
常
に
「
貿
易
の
促
進
と
園
防
の
保
保
」
が
そ
白
目
的
と
し
で
誕
は

ア
メ
リ
カ
海
運
眼
鏡
諭
批
判

第
五
十
丸
巷

第
二
、
三
、
四
腕

六
丸

頁
頁
頁
頁
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Z
3
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ア
メ
ヲ
力
海
運
政
策
論
批
判

第
二
、
三
、
四
壌

そ
れ
は
彼
等
の
利
己
的
要
求
を
正
常
づ
貯
る
た
め
白
車
泣
る
表
而
上
の
理
由
陀
過
ぎ
た
か
っ
た
。
「
南
北
戦
争
以
来
今
日

に
至
る
ま
で
制
定
さ
れ
た
機
運
柿
助
金
忙
し
て
己
の
二
つ
白
目
的
り
う
ち
一
つ
で
も
十
分
に
果
し
た
も
り
は
友
か
っ
た
下
」

第一
t

十
九
各

七
O 

れ
た
が
、

さ
去
り
で
、
-
園
D
海
港
頃
策
が
か
ゃ
う
じ
幾
つ
か
の
推
進
国
情

(
T
S
Eヨ
唱
。
己
官
)
相
互
の
利
害
関
係
又
は
勢
力
関
係
に
依
っ
て

そ
の
時
々
に
定
め
ら
れ
で
は
、
モ
己
に
は
っ
き
り
確
立
し
た
政
策
動
向
士
い
ふ
も
り
を
見
つ
け
る
己
主
は
出
来
友
い
。
「
一
貫
性
な
'

昔
政
策
」
「
そ
り
日
暮
し
の
政
策
」
と
云
ふ
言
葉
は
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
を
評
し
得
て
至
妙
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ゴ
ッ
ト
ル
の
謂
ム

包
括
形
成
鰐
(
d
E
唱
E
E
n
)
と
在
内
形
成
摺
宙
開
。
Z
Eる
と
の
衝
突
は
如
何
た
る
粧
曾
白
如
何
た
る
時
代
に
も
大
悲
り
小
た
り
売
れ
得

在
い
と
と
ろ
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
キ
ワ
ハ
ラ
Y

ス
に
し
て
も
、
園
主
が
国
民
一
般
白
一
臓
利
を
犠
牲
に
王
設
を
官
ま
す
べ
〈
政
策
し
た

宝
庫
主
義

(
F
Z
F
B
E〕
の
時
代
が
あ
り
、
官
僚
が
特
植
を
悼
ん
で
個
人
的
利
径
を
植
に
し
て
立
法
し
た
官
僚
主
義
(
国
寄
与
Z
Z
E
E
)

の
時
代
が
あ
り
、
更
に
小
寅
商
か
ら
最
も
有
力
た
銀
行
に
至
る
経
組
問
利
谷
園
槌
が
ひ
た
す
ら
企
業
的
替
利
を
遁
求
す
ベ
〈
立
法
部
闘

に
立
ち
働
い
た
商
業
主
義
(
開

CESEm--55)
の
時
代
が
あ
っ
て
叫
事
質
上
の
政
策
主
慣
が
岡
県
民
民
朕
・
園
家
一
般
の
利
益
を
念
願

す
る
と
云
品
川
崎
想
的
危
揚
合
は
極
め
て
稀
に
し
か
見
受
け
ら
れ
左
い
も
白
で
あ
る
。
併
し
、
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
に
闘
す
る
限
り
、

推
進
闇
惜
の
跳
梁
は
飴
り
に
も
非
道
す
ぎ
た
。
と
白
鞘
ジ
ェ

1
ス
が
本
書
の
第
十
三
本
「
T
メ
p
カ
海
運
政
策
の
位
進
園
鶴
」
に
於
い

て
見
る
正
己
ろ
決
し
て
誤
っ
て
ゐ
た
い
。
因
み
に
、
著
者
は
己
の
見
方
を
特
に
民
主
政
治
園
忙
の
み
受
賞
す
る
と
な
し
、
差
泊
っ
て

ア
メ

H
カ
合
衆
園
を
念
頭
に
置
い
て
論
議
す
る
、
と
限
定
し
て
ゐ
払
o

と
己
ろ
が
、
ァ

7
2揚
合
に
も
、
た
だ
一
つ
終
始
檎
ら
た
い
海
運
政
策
の
或
る
面
が
あ
っ
た
。
沿
岸
航
行
唱
口
制
度
ぃ

i
邸

ち、

T
J
F
P
カ
人
の
所
有
し
建
浩
し
配
来
す
る
船
舶
に
の
み
ア

J
P
カ
合
家
岡
沿
岸
を
航
行
し
貿
易
す
る
特
棋
を
賦
興
す
る
と
云
ふ

制
度

l
lが
、
こ
れ
で
あ
る
。
南
北
戦
争
に
先
立
つ
宇
附
和
也
前
の
一
八
一
七
年
に
制
定
せ
ら
れ
て
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
こ

佐設課、アメ 91J1ft~還政策、 227頁。
佐渡課、アメ刀カ海運政策、 227頁。
f<'riesrich v. Gottl-Ott1ilienfeld， Wesen und 'Grundbegri仔ec1er Wirtschaft， 
Verlag von Phil1ipp Reclam， SS. 9少-100
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れ
だ
け
は
一
貫
し
て
守
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
で
あ
る
。
但
し
、
さ
弓
は
云
へ
、
全
然
問
題
た
じ
に
己
れ
が
港
守
せ
ら
れ
た
と

云
ム
白
で
は
な
い
υ

南
北
戦
争
以
後
。
ア
メ
リ
カ
海
運
凋
落
時
代
に
は
、
白
山
紬
政
策
論
者
は
屡
を

τメ
リ
カ
海
運
の
た
め
に
己
の

沿
岸
航
行
特
権
の
廃
棄
を
叫
ん
で
保
護
貿
易
論
者
ー
と
わ
た
り
合
っ
て
論
争
し
た
。
更
忙
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
接
関
し
庁
新
兎
商

主
義
運
動
は
、

ハ
ワ
イ
、
ア
ラ
ス
カ
、
フ
イ
リ
ヅ
ピ
ン
等
の
属
領
に
ま
官
己
の
制
度
D
油
川
範
囲
を
蹟
張
し
よ
う
と
し
て
紛
議
を
醸

し
た
。
併
し
、
い
づ
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
の
う
ち
最
重
要
左
制
度
と
し
て
隼
重
愛
好
せ
ら
れ
て
今
日
に
及
び
、

一
貫
性
を
有
た
ぬ
と
云
は
れ
る
マ
メ
リ
カ
海
運
政
策
の
一
行
一
の
例
外
を
成
し
て
ゐ
る
。

従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
・
存
蓮
が
一
貫
悦
を
有
た
左
い
と
言
は
れ
る
揚
合
、
普
通
に
、
泊
摩
航
路
舶
を
除
〈
外
国
航
路
船
又
は
外
洋
航

路
般
除
に
閥
す
る
政
策
を
意
味
す
る
。
即
ち
、
ア
メ
リ
カ
と
し
で
航
洋
商
粕
除
を
必
要
止
す
る
や
否
や
、
必
要
と
す
れ
ば
如
何
に
し

ae 

て
己
れ
を
創
設
維
持
f
る
や
に
闘
す
る
政
策
を
一
一
日
ム
白
で
あ
る
が
、
立
法
動
向
は
己
の
問
題
を
め
ぐ
ワ
て
絶
え
宇
ぐ
ら
つ
い
た
の
で

あ
る
。
外
洋
商
品
町
除
の
功
徳
を
議
舎
と
岡
家
に
「
賢
り
つ
け
る
〕
特
定
。
推
進
国
鰹
白
隆
巷
が
時
と
揚
合
と
に
依
ワ
で
己
れ
を
動
か
し

た
か
ら
で
あ
る
。
寸
外
岡
貿
易
の
促
進
と
岡
防
の
確
保
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
図
は
強
力
在
外
洋
貿
易
商
船
隊
を
必
要
と
す
る
」
と

云
ふ
と
と
位
、
妊
手
県
在
丈
一
百
を
も
っ
て
、

一
九
二

O
年
商
般
法
・
一
九
二
入
年
商
措
法
、
更
に
一
九
一
ニ
六
年
樹
脂
法
の
努
闘
に
政
策

由
民
言
と
し
で
植
は
れ
一
一
溜
り
、
て
の
己
と
自
閥
、
少
し
も
議
論
の
徐
地
は
存
し
な
い
如
ぐ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
或
る
意
味

に
於
い
て
「
賓
現
可
能
性
を
十
分
に
検
討
し
な
い
で
単
に
民
間
海
蓬
業
者
の
議
論
を
取
上
げ
た
忙
と
E
ま
h

町
、
」
問
題
に
射
す
る
民
塾

在
態
度
ム
償
主
社
分
析
の
結
果
到
達
し
た
結
論
と
云
ふ
を
得
た
い
川
0

最
近
一
九
一
一
一
六
年
の
向
舵
法
が
議
曾
E
活
過
し
た
綴
緯
は
己
の

聞
の
事
情
を
よ
〈
語
る
も
の
で
あ
る
。

乙
の
一
や
ろ
に
説
〈
ジ
エ
ー
ス
は
、
さ
て
、
愈
ミ
、
自
分
の
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
論
を
第
ヤ
四
章
「
ア
メ
リ
カ
の
現
海
運
政
策
と
そ

ア
メ
，
一
沼
海
運
政
策
論
批
列

停
二
J
-
一
、
間
続

七

静
五
十
九
巻

佐渡謀、アメリカ海運政策、 222頁。
佐渡語、アメりカ海誕政策、 229頁。
佐渡語、アメリ方海運政策、 232頁。
佐渡帯、アメザ剖持揺政策、 232買。
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ア
メ
リ
カ
海
器
政
策
論
批
判

第
五
十
九
巻

第
二
、
=
一
、
凹
披

七

れ
の
外
岡
闘
係
に
於
け
る
投
割
」
に
於
い
て
大
腸
卒
直
に
展
開
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
題
目
が
示
す
や
う
に
、
ア
メ
り
カ
白

外
洋
貿
易
商
一
般
除
に
闘
す
呂
政
策
論
左
の
で
あ
る
。

四

ジ
ヱ

I
ス
が
第
十
四
章
で
果
し
て
ゐ
る
の
は
、
要
す
る
に
、

T
メ
p
カ
A
口
業
闘
は
外
洋
貿
易
商
船
一
除
を
必
要
と
す
る
や
否
や
、
換

d
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O
 

H
 

n
 

e
 

m
 

因
み
に
、

E

D
聾
明
は
久
振
り
に
政
構
聖
堂
握
し
た
民
主
黛
が
治
っ
た
ル
ー
ズ
ヴ
ヱ
ル
ト
大
統
領
の
就
任
後
最
一
初
の
格
運
政
策
宣
叩D

 

言
と
い
ふ
意
味
に
於
い
で
極
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
車
に
そ
れ
の
み
で
註
〈
、
そ
の
後
現
在

K
至
る
約
十
年
間
白
ア
メ
リ
カ
、
副

海
運
政
策

1
l殊
に
第
二
弐
世
界
大
戦
に
備
へ
た
海
運
政
策

i
lの
綱
領
在
明
確
に
打
出
し
た
宣
言
訟
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ジ
Z

帥

、

同

1
ス
が
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
白
己
の
政
策
宣
言
を
籍
、
り
て
自
説
を
披
濯
し
て
ゐ
る
の
は
、
説
明
の
便
宜
に
出
た
も
の
で
あ
り
つ
つ
、
結
問e
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言
す
れ
ば
、
ア
メ

H
カ
航
洋
商
柏
隊
の
存
在
町
出
如
何
白
検
討
で
あ
る
が
、
己
の
帽
都
合
、
彼
は
、
使
宜
上
、

*
 

舗
が
一
九
三
五
年
三
月
四
自
に
潟
し
た
次
O
翠
明
を
諮
り
で
白
試
を
主
張
し
て
ゐ
る
。

ル
ー
ズ
ヴ
ヱ
ル
ト
大
統

果
的
に
見
で
、
歴
史
的
現
質
的
意
味
を
含
ん
で
我
持
を
考
へ
さ
せ
る
と
と
る
が
甚
だ
多
い
。

「
第
一
は
平
時
に
つ
い
て
で
あ

z。
外
園
政
府
白
海
運
補
助
金
・
海
運
岡
県
・
そ
白
他
諸
種
目
制
限
・
握
賃
延
戻
制
は
ア
メ
り
カ
梅
揮
業
を
衰
退
に
専
か

う
止
し
て
品
る
。
正
し
い
競
争
に
耐
え
る
だ
け
で
も
、
ア
メ
リ
カ
は
自
闘
の
舟
闘
貿
易
の
相
常
に
多
量
を
韓
註
す
る
に
足
る
商
舶
胞
を
保
有
す
る
必
要

が
あ
品
。

事
こ
は
骨
畢
図
が
そ
の
中
に
参
加
L
な
い
大
職
事
由
一
場
合
で
あ
る
。
十
分
町
市
舶
肢
を
有
た
な
い
ア
メ
リ
カ
の
商
業
は
か
や
ろ
な
職
宇
で
は
全
身
不

随
目
駅
躍
に
投
込
ま
れ
る
で
あ
ら
う
。
中
主
平
和
貿
易
輪
匙
舶
践
の
確
保
が
ア
メ
リ
カ
に
は
問
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
三
は
骨
華
岡
自
身
交
戦
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
海
軍
へ
の
補
助
の
た
品
陀
、

E
常
に
し
て
品
嬰
な
る
外
岡
貿
易
維
持
の
た
め
に
、
如
何

に
ア
メ
り
カ
が
商
舶
を
必
要
、
と
す
る
か
は
論
を
倹
た
な
い
。
前
大
戦
的
遺
L
た
敬
訓
を
想
へ
。
」

以
下
、

d
z
I
ス
は

E
の
聾
明
を
通
し
で
自
設
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
聾
明
に
於
い
て
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
が
T

*) 



メ
ロ
カ
外
洋
貿
易
商
舶
除
を
必
要
と
す
る
理
向
を
要
約
す
れ
ば

一
、
平
時
に
於
け
る
貿
易
の
促
進
と
保
議
、
二
、
他
闘
が
戦
争
す

る
揚
合
の
申
立
貿
易
の
和
持
、
三
、
合
衆
閥
的
身
交
戦
す
弓
相
朝
合
の
同
防
へ
の
奉
仕
、
白
三
う
と
た
る
。
と
と
る
で
、
と
れ
ら
一
一
一
つ

の
理
由
は
果
し
て
作

E
t
ヴ
エ
ル
下
回
明
へ
る
如
く

L
か
〈
?
メ

カ
に
と
っ
て
粛
嬰
で
あ
色
う
か

U

ジ
ヱ

1
ス
の
と
れ
に
針
す
る

八
T
一
析
b
z
見
る
と

L
工
号
。

釦
一
は
平
時
貿
易
促
進
保
識
の
売
め
に
合
衆
闘
が
外
洋
商
船
隊
を
必
要
と
す
あ
と
の
問
的
で
あ
る
が
、
第
一
弐
叶
界
大
戦
以
後
殊

忙
世
界
恐
慌
を
経
験
し
て
以
来
「
今
日
に
於
け
昂
附
界
海
建
議
で
の
最
・
も
顕
著
在
事
費
は
、
職
法
叫
栢
腹
が
位
界
貿
易
の
交
油
需
要
最

を
趨
に
超
過
し
で
存
在
し
て
ゐ
る
己
と
で
あ
ワ
て
己
「
世
界
諸
問
に
於
け
る
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
化
へ
の
突
進
と
格
運
補
助
金
政
策
の
一

般
的
採
用
止
は
今
後
永
〈
己
の
結
腹
過
剰
傾
向
を
持
続
さ
せ
る
や
う
に
見
え
る
。
と
E
ろ
で
¥
か
か
る
舶
腹
過
剰
の
下
で
常
忙
起
る

事
象
は
何
か
と
云
ム
に
、
舶
主
聞
の
貨
物
積
取
競
争
で
あ
り
、
」
「
と
の
船
腹
過
剰
と
積
取
競
争
と
の
持
頼
性
は
7
メ
ロ
カ
輸
出
業
者

を
し
で
最
早
船
不
足
を
歎
ぜ
し
め
る
や
う
た
場
合
を
殆
ん
ど
起
さ
な
い
、
苔
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
十
、
外
岡
政
府
が
進
ん
で
採
り
つ

つ
あ
る
と
写
る
の
海
運
柿
助
金
政
策
は
ア
メ
リ
カ
瞬
間
業
者
を
し
て
或
る
場
合
忙
は
ア
メ
リ
カ
酷
だ
け
で
た
〈
外
岡
舶
の
コ
ス
ト
を

も
割
る
低
運
賃
の
蓮
迭
を
可
能
な
ら
し
め
る
o
」
従
っ
て
、
「
商
学
上
の
立
揚
に
立
つ
限
り
、
平
時
に
於
い
て

T
メ
り
カ
は
政
府
が
柿

崎
山

助
金
ま
で
支
給
し
て
航
洋
商
般
隊
を
創
設
杭
持
ず
る
必
要
は
な
い
に
ジ
ェ

1
ス
は
か
ろ
簡
単
に
論
破
す
る
。

次
に
、
ア
メ
ロ
カ
舶
主
の
う
ち
に
は
説
を
注
す
も
の
が
ー
あ
っ
て
、
外
闘
の
舶
曾
枇
又
は
海
運
同
盟
が
T
メ
引
カ
轍
出
業
者
を
不
利

品研一に
t
r一
別
待
遇
す
る
と
訴
へ
、
と
れ
が
針
抗
上
、
ア
メ
リ
カ
で
は
同
町
力
在
外
洋
貿
易
崎
除
を
紘
持
し
左
け
れ
ば
た
ら
む
と
社

L
、
現

に
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
も
前
記
の
如
〈
宣
言
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
ジ
ェ
1
ス
に
あ
っ
て
は
、

E
れ
も
根
擦
の
た
い
訴
へ
に

過
ぎ
左
ぃ
、
と
言
み
の
で
あ
る
。
問
く
、
第
-
次
世
界
大
戦
以
前
に
も
己
れ
と
同
じ
ゃ
う
在
嫌
疑
が
外
国
の
栴
蓮
同
盟
忙
か
け
ら
れ

ア
メ
り
カ
準
翠
政
策
論
批
河

第
五
十
ー
九
巻

第
二
、
一
二
、
凶
競

""'" 

佐世言号、アメりカ海道政策、 2~5百。
佐被謀、アメリカ海運政策、 25

'
頁。
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第二、一一一、…閥抗

売
け
れ

E
も
、
営
時
合
衆
国
海
運
漁
業
委
員
舎
の
行
っ
た
大
仕
掛
の
調
夜
は
と
の
嫌
疑
の
営
ら
ざ
弘
己
と
を
立
読
し
た
。
印
ち
、
と

れ
に
依
つ
で
「
ア
メ
り
カ
の
主
要
結
合
一
祉
の
す
べ
て
が
外
国
の
舶
曾
枇
と
共
に
首
該
海
建
同
盟
主
結
成

L
て
ゐ
る
事
寅
、
及
び
、
外

ア
メ

9
m
海
運
政
策
論
批
判

tm
五
十
九
巻

b 
pg 

闘
の
枯
舎
祉
と
雌
も
決
し
て
ア
メ
ロ
カ
の
輪
出
業
考
を
不
首
に
差
別
待
遇

T
る
も
の
で
在
い
と
玄
ふ
事
買
を
立
詮
し
た
o
」
「
既
に
一

丸
一
三
年
忙
於
い
て
E
の
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
己

D
種
の
差
別
待
遇
が
今
日
外
岡
崎
王
に
た
さ
れ
で
ゐ
る
と
は
殆
ん

E
考
へ
ら

れ
左
い
。
寓
一
何
慮
か
の
闘
の
紬
品
開
祉
が
自
闘
。
搬
出
業
者
を
利
採
す
る
た
め
に

7
メ
ー
ッ
カ
の
輸
出
業
者
を
不
常
に
差
別
待
議
出
来

す
る
と
と
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
生
産
者
と
し
で
は
他
白
岡
々
特
に
ス
カ
Y

デ
イ
ナ
ヴ
イ
ア
諸
国
の
過
剰
船
腹
を
利
用

一
向
忙
痛
〈
も
痔
く
も
友
い
。
」
云
々
。

る
ゆ
え
、

た
段
、

o
z
I
ス
を
し
て
一
日
は
し
む
れ
ば
、
「
ア
メ
リ
カ
の
抽
出
遅
業
者
は
ア
メ
ロ
カ
製
品
の
消
外
貿
易
に
特
別
の
開
心
主
有
す
る

圭
謂
ふ
け
れ

E
も、

E
れ
も
何
等
根
擦
の
左
い
こ
と
で
あ
る
。
事
賓
、
と
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
舶
合
枇
が
採
っ
て
来
六
仕
方
を
見
で

も
判
る
如
〈
、
仙
町
舎
祉
は
い
つ
も
貿
易
業
者
の
た
め
の
格
運
統
制
忙
は
反
射
し
で
来
て
ゐ
る
o
」
「
殊
陀
最
近
数
年
間
と
い
ふ
も
の
は

間
外
崎
主
を
破
壊
し
上
う
と
す
る
舶
主
界
と
慈
貨
の
低
下
を
望
ん
で
盟
外
枯
主
に
競
争
の
徐
地
主
奥
へ
よ
ろ
と
す
る
貿
易
業
界
と
の

問
に
結
え
す
る
争
闘
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
。
」
「
ア
メ
リ
カ
白
海
運
業
者
た
ち
は
己
れ
ま
で
貿
易
聖
促
進
す
る

E
E
ろ
か
阻
害
す
る
立
法

に
照
謹
し
て
来
た
。
縫
っ
て
、
債
権
問
で
あ
る
合
衆
闘
の
現
在
白
地
位
を
考
へ
お
限
り
、
海
運
補
助
金
を
支
給
し
て
ま
で
ア
メ

H
カ

の
外
洋
貿
易
舶
除
を
維
持
す
る
必
要
は
た
い
。
否
、
さ
う
す
る
と
と
は
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
を
援
け
る
よ
り
も
溜
r
h
己
れ
を
容
す
3
E

と
に
な
る
。
外
洋
貿
易
舶
隊
を
維
持
す
る
補
助
金
の
財
源
と
し
て
租
視
を
課
徴
す
る
と
と
は
、
産
業
一
般
に
軍
備
を
か
け
結
局
貨
物

の
出
廻
り
を
害
す
る
だ
け
で
あ
る
。
否
、
そ
れ
だ
け
で
は
た
い
。
と
の
や
号
に
し
て
ア
メ
リ
カ
の
梅
還
を
不
自
然
に
刺
竣
す
る
と
と

は
外
岡
舶
の
利
朗
度
を
減
φ
せ
し
め
、
そ
白
結
果
、
外
岡
の
ア
メ
り
カ
輪
出
口
聞
に
封
ず
る
購
買
力
を
減
退
せ
し
め
る
ζ

と
に
在
る
。

佐世課、アメリカ海運政策、 236頁。
佐世帯、アメリカ海A政策、 236-7百。
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要
す
る
に
、
現
在
白
世
界
情
勢
に
於
い
て
、
外
洋
貿
易
協
隊
を
ア
メ
リ
カ
平
時
貿
易
統
持
促
進
の
重
要
手
段
正
見
る
の
は
常
っ
て
ゐ

川

町

ず

な
い
。
己
の
意
味
に
於
い
て
ア
メ
リ
カ
の
議
曾
も
大
統
領
も
誤
謬
を
犯
し
て
ゐ
る
よ

五

第
三
は
、
他
闘
聞
の
戟
宰
に
封
し
て
中
立
貿
易
の
利
径
を
享
受
せ
ん
が
た
め
に
ア
メ

F
カ
合
衆
闘
が
外
洋
貿
易
舶
隊
を
必
要
と
す

る
と
云
ふ
ん
1
d
A
ウ
エ
ル
下
大
統
領
の
主
張
に
封
す
る
d
y
z
1
ス
の
批
判
で
あ
る
が
、

己
れ
に
於
い
て
も
、
彼
の
立
場
は
極
め
で
消

極
的
で
あ
る
。
己
の
揚
合
、
彼
は
合
衆
閣
の
採
る
ペ
雪
中
立
政
策
を
一
一
つ
に
匝
別

L
ア
立
論
す
る
。
積
情
的
中
立
政
策
と
消
械
的
中

立
政
策
と
が
己
れ
で
あ
る
。

交
戦
闘
双
方
に
封
し
中
立
を
維
持
し
つ
つ
積
根
的
に
貿
易
を
行
ふ
積
倒
的
中
立
政
策
の
揚
合
は
、
己
れ
に
依
っ
て
、
英
大
友
利
続

が
抽
胤
想
さ
れ
る
を
も
っ
て
国
内
の
業
界
に
は
大
に
歓
迎
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
積
極
的
で
あ
る
だ
け
、
「
中
立
貿
易
倫
迭
に
従
事
す
る

ア
メ
リ
カ
の
外
準
商
船
隊
は
交
職
国
海
軍
の
襲
撃
を
反
援
す
る
忙
足
る
武
装
を
な
す
か
又
は
護
法
結
制
度
を
と
ら
友
〈
で
は
な
ら
な

い
ロ
」
但
し
、
「
乙
の
揚
合
軍
要
在
乙
止
は
合
衆
国
が
巌
正
中
立
を
持
す
る
乙
と
で
あ
る
己
「
賞
際
、
中
正
岡
と
し
て
は
巾
立
政
策
を

，
厳
守
す
る
た
め
に
は
戦
争
も
敢
へ
て

F

際
さ
白
く
ら
ゐ
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
。
も
し
ア
メ
リ
カ
に
し
て
交
戦
闘
白
い
づ
れ
炉
一
万
に

偏
す
る
政
策
を
と
る
砕
き
は
、
忽
ち
に
し
で
他
方
と
の
闘
係
ゆ
紛
糾
を
来
た
す
。
L

'
と
こ
ろ
で
、

護
法
措
制
止
と
つ
で
安
戦
水
域
忙
入
っ
て
行
く
こ
と
は
、
交
戦
闘
の
閥
係
を
一
居
危
険
た
接
網
に
等
書
、
早
速
に
ア
メ
リ
カ
を
し
て
モ

れ
が
本
来
守
る
べ
き
中
立
を
放
棄
せ
し
め
る
と
と
に
も
左
る
。
従
っ
て
、
?
メ
ワ
カ
と
し
一
」
は
航
洋
尚
結
除
の
保
有
は
中
立
貿
易
を

隣
占
般
に
す
る
と
一
耳
ふ
上
り
寧
ろ
中
立
政
策
自
身
を
危
〈
ず
る
結
川
市
に
な
る
肝

「
積
極
的
中
友
政
策
が
己
の
や
う
た
危
険
性
を
布
つ
乙
と
を
思
ム
と
、

ア
メ

H
カ
の
商
胎
隊
が
武
装
又
は

消
極
的
中
町
止
政
策
の
方
が
合
衆
凶
を
賂
来
起
る
で
あ
ら
う

ア
メ

9
刀
海
運
政
策
論
批
判

七
五 i

第
五
十
九
番

第
ニ
、
一
-
一
、
四
焼

件波課、アメリカ海運政策、 237-8頁。
慌波謀、 γ メリカf毎週政策、 Z41- 2頁。
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ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
論
批
判

第
五
十
九
巻

第
二
、
三
、
凹
椀

七
六

紛
争
か
ら
避
け
し
め
る
よ
り
土
き
仕
方
と
考
へ
た
ぐ
な
っ
-
」
ぐ
る
。
と
こ
ろ
が
、
と
れ
は
貸
付
禁
止
制
・
軍
需
品
輸
出
禁
止
制
を
そ

白
中
民
合
み
、
ア
メ
リ
カ
の
般
的
並
び
に
市
民
を
戦
争
地
域
に
，
A
入
ら
し
め
ま
い
と
す
る
至
っ
て
則
心
深
い
政
策
で
あ
る
た
め
、
ア

経
っ
て
、

と
の
政
策
の
賞
施
さ
れ
る
可
能
性
は
た
づ
左
い
と
日
町
在
け
れ
ば
な
ら

メ
リ
カ
の
貸
業
界
に
は
甚
だ
評
判
が
よ
〈
な
い
。

ぬ
。
併
し
、
ア
メ
リ
カ
を
戦
争
か
ら
兎
れ
し
め
る
方
法
と
し
て
、
己
れ
は
最
も
採
り
に
た
る
方
法
と
考
へ
て
よ
ぐ
、
と
に
か
〈
一
一
唆

ゃ
っ
ナ
一
見
る
だ
け
の
使
値
は
あ

h
q」
だ
が
、
と
白
揚
合
陀
は
、
ア
メ
リ
カ
が
外
洋
貿
易
船
隊
を
保
有
す
る
と
と
は
寧
ろ
綱
の
種
k

在
る
。
蓋
し
、
消
極
的
中
立
政
策
が
本
来
問
遊
又
は
最
小
限
度
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
岡
際
的
紛
争
を
戦
争
水
域
に
入
品
虞
白
あ
る

ア
メ
リ
カ
航
洋
商
船
隊
が
揖
4
a
惹
昔
起
す
己
と
に
た
る
か
ら
で
あ
る
。
」

消
極
的
中
立
政
策
白
採
用
を
前
提
と
す
る
限

明

り
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
外
洋
貿
易
肋
除
を
稜
展
さ
せ
た
い
方
が
寧
ろ
賢
明
で
あ
る
と
一
声
は
ね
ば
た
ら
左
い
。
」

「
従
う
て
、

以
上
、
一
一
つ
の
中
立
政
策
白
い
づ
れ
を
採
る
と
し
て
も
、
外
洋
貿
易
舶
除
を
保
有
維
封
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
闘
と
し
て

は
繭
白
種
去
は
在
っ
て
も
利
経
由
増
進
と
は
左
ち
吐
い
。
ジ
ェ

1
ス
は
か
う
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

六

第
三
は
、
同
防
確
保
の
た
め
に
合
衆
闘
が
外
洋
貿
易
舶
除
を
必
要
と
す
る
と
云
ふ
ん

1
ズ
ず
z

ル
ト
の
主
張
巨
封
ず
る
ジ
ェ

I
ス

の
論
駁
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
「
岡
防
白
確
保
」
は
「
貿
易
の
維
持
促
進
」
と
共
に
一
閥
海
運
政
策
の
目
的
設
定
に
首
っ
て
と
れ
ま
で
の

有
ら
ゆ
る
岡
家
に
識
は
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
で
、
敢
へ
で
ん

1
1
ヴ
ェ
ル
}
の
宣
言
に
倹
つ
ま
で
も
左
い
が
、
ジ
ェ

I
ス
に
あ

う
で
は

F

己
白
岡
防
目
的
を
さ
へ
合
衆
岡
航
洋
商
船
除
創
設
維
持
の
理
由
の
う
ち
に
見
山
川
さ
仕
い
の
で
あ
る
。
従
つ
で
、
単
に
ア
メ

リ
カ
の
一
海
運
撃
者
の
意
見
と
し
で
で
友
ぐ
、
海
運
政
策
論
一
般
に
於
い
て
己
れ
は
甚
だ
託
目
す
べ
き
所
訟
で
あ
る
。

さ
で
、
商
舶
除
が
同
問
防
目
的
に
寄
興
す
る
仕
方
と
し
て
普
迦
忙
皐
げ
ら
れ
る
の
は
、

佐披露、アメリカ抱浬政策、 243頁。
佐渡罪、アメ 913世話題政策、 243~4頁。

25) 
26) 



a 

犬
型
高
建
定
期
船
は
巡
洋
服
に
改
造
さ
れ
る
。

b. 

商
紬
は
海
軍
の
た
め
の
水
兵
白
川
訓
練
所
で
あ
る
。

大
塑
商
舶
の
常
時
建
造
は
軍
艦
の
建
造
の
た
め
の
設
備
を
提
供
す
る
己
と
に
な
る
。

C 

商
船
隊
は
外
岡
戦
争
地
域
に
軍
隊
武
持
部
柴
等
を
轍
注
し
、
ま
た
、
海
軍
に
封
し
て
貴
章
一
た
補
給
結
と
た
り
作
戦
行
動
範

d. 

国
の
繍
大
に
寄
興
す
る
。

等
々
で
あ
る
科
、
ジ
ェ
l
ス
に
依
る
と
、
亡
の
い
づ
れ
も
取
る
に
足
ら
ぬ
現
向
で
し
か
な
い
。

¥ 

「
巡
洋
艦
白
蓮
力
は
商
業
目
的
の
蓮
力

例
へ
ば
、
商
般
は
一
朝
有
事
の
際
に
は
巡
洋
慌
に
改
造
さ
れ
る
と
云
は
れ
る
け
れ
E
も、

よ
り
遜
に
た
在
る
己
主
を
必
要
と
し
、
こ
の
傑
件
を
秀
ず
商
胞
は
殆
ん

E
見
山
川
さ
れ
な
い
の
武
装
商
舶
は
小
型
巡
洋
般
に
さ
へ
杢
然

崩
し
な
い
と
は
ア
メ
リ
カ
並
び
忙
イ
ギ
リ
ス
海
軍
蛍
局
の
一
致
し
た
意
見
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
戦
闘
性
能
を
考
慮
し

τ建
造
さ
れ
る

• 
軍
艦
白
蓮
力
と
堅
牢
さ
と
を
商
般
に
期
待
す
る
白
は
無
哩
で
あ
る
。
」
「
大
閥
、
合
衆
聞
に
闘
す
る
限
り
、
外
洋
貿
易
舶
隊
は
己
れ
を
経

替
し
て
大
し
て
引
合
は
な
い
。
そ
れ
は
政
附
の

E
大
な
経
費
を
も
っ
て
宇
じ
て
維
持
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
欣
態
に
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
v

仁
、
多
領
の
経
費
を
掛
け
て
ま
で
巡
洋
般
に
改
造
可
能
の
商
船
主
平
時
か
ら
保
有
す
る
の
は
杢
く
不
得
策
と
云
ふ
べ
き
で
、
同

ビ
経
突
を
か
け
る

O
左
色
、
半
分
同
防
目
的
を
果
し
得
る

E
規
D
巡
洋
艦
や
潜
水
艦
を
初
め
か
ら
建
造
す
ペ
き
で
あ
ら
う
に

己
己
で
ジ
ェ

I
ス
が
、
初
め
忙
は
巡
洋
艦
へ

O
改
造
は
商
般
に
は
殆
ん
ど
望
め
た
い
と
一
一
日
び
乍
ら
次
に
は
巡
洋
、
艦
に
改
浩
可
能
の

商
舶
を
論
じ
て
ゐ
る
と
と
は
我
々
ー
と
し
て
作
意
ず
べ
き
で
あ
っ
て
、
問
題
の
様
心
は
寅
は
己
己
に
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
乙

〆
れ
が
批
判
は
後
段
に
譲
る
己
と
に
す
る
。
と
と
ろ
で
、
彼
に
あ
っ
て
は
、
己
の
十
う
な
考
へ
方
を
他
。
関
防
機
能
に
も
モ
の
ま
ま
旧

び
る
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
、
「
海
軍
水
兵
と
在
る
で
あ
ら
う
人
々
に
と
っ
ず
商
紬
が
訓
練
所
白
抜
川
市
主
川
市
し
で
ゐ
る
己
と
ほ
或
る
稗

ア
メ
り
カ
海
運
政
策
論
批
判

第
五
十
九
巻

第
二
三
一
、
四
競

七
七

。。
頁
頁

4
5
 

判
叫

策
策

政
政

運
蓮

海
海

カ
カ

リ'"'一

メ
メ

ア
ア

課
諦

波
波

佐
佑
‘



彼
影

は
に

Am
」

時
現品エ

糊
ジ

手
配
運ヰ

と
I
M

な
段
、
ジ
ェ
1
ス
は
海
運
の
闘
防
機
能
に
つ
い
て
種
々
論
議
し
て
ゐ
る
が
、
彼
が
結
論
と
し
て
到
達
し
た
と
己
ろ
は
、
要
す
る
に
、

h
一心

「
外
洋
貿
易
船
隊
が
ア
メ
リ
カ
の
岡
防
山
寄
興
れ
る
能
地
と
い
ふ
も
の
は
殆
ん

E
た
い
。
も
し
有
り
と

f
れ
ば
、
そ
れ
は
た
い
庁
海
軍
。
伽
十

叫

J

ー

、

、

頁

山

擁
張
の
ロ
貨
の
役
を
川
止
す
に
と

E
主
る
。
」
つ
ア
メ
リ
カ
の
外
洋
貿
易
伊
除
は
海
軍
に
寄
奥
す

Z
と
こ
ゐ
か
、
等
ろ
、
梅
軍
か
ら
絶
え

6

0

0

ヤ

一
一
貝
頁
什

5
E
8
-

十
保
護
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
c
」
外
闘
と
戦
争
す
る
揚
合
、
「
ア
メ
リ
カ
の
外
洋
貿
易
船
隊
は
主
要
貿
易
航
路
の
縦
粘
・
軍
隊
の

l

叫
巧
珂
『1

0
 

雲
・
海
軍
行
動
範
問
主
へ
の
協
力
、
白
い
づ
れ
を
も
鴬
し
得
色
。
従
う
て
、
外
洋
貿
易
船
隊
員
防
上
の
領
官
殆
ん
ど
在
鶴
野

い

と

き

で

よ

い

む

で

あ

ろ

」

瀧

翠

カ
カ
カ
し

9
9
9
と

メ
メ
メ
献

ア
ア
ア
文

、、、か川崎

課
課
諜
芳

波
波
波
優

佐
佐
佐
が

ア
メ
リ
カ
梅
醤
政
策
論
批
判

樺
五
十
九
巻

七
y、

第
二
、
-
一
一
、
凶
腕

度
事
貨
で
あ
る
し
、
ま
た
、
多
数
の
商
舶
を
常
時
建
巡
す
れ
ば
非
常
時
に
図
防
目
的
を
巣
す
建
舵
設
備
を
提
供
す
る
こ
と
に
た
る
で

唱
あ
ら
ろ
こ
'
と
も
事
賓
で
あ
る
c
p
恐
ち
〈
イ
ギ
リ
ス
一
の
如
き
が
と
れ
で
あ
ら
う
。
常
時
多
数
の
商
船
宜
保
有
す
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
造
船

所
が
大
に
闘
防
陀
役
立
っ
て
ゐ
る
。
併
し
、
合
衆
闘
の
揚
合
、
商
船
隊
は
政
府
白
補
助
に
依
っ
て
不
自
然
に
維
持
さ
れ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
G

勿
論
、
合
衆
闘
で
も
間
接
的
妓
果
な
ら
在
い

b
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
同
ヒ
経
費
を
か
け
る
と
す
れ
ば
、
政
府
と
し
て
は
直

接
に
海
軍
陀
於
い
で
水
兵
の
訓
練
に
首
る
ペ
〈
、
ま
た
、
直
接
軍
艦
を
建
遣
し

τ民
間
誼
船
所
の
維
持
を
岡
る
べ
き
で
あ
り
、
相
朝
合

淵

に
よ
っ
て
は
、
政
府
が
直
接
に
造
船
所
を
建
設
す
る
己
と
が
賢
明
で
あ
ら
う
。
」
一
五
々
。

• 

セ

さ
て
、
愈
t
、
ジ
ェ
1
ス
の
N
M

上
の
所
誌
に
針
す
る
筆
者
の
批
判
で
あ
る
が
、
己
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
ジ
Z
1
ス
の
立
揚
は
徐
り

に
消
椋
忙
過
ぎ
現
賓
の
一
挙
諮
っ
た
意
味
を
見
出
買
っ
て
ゐ
る
と
一
百
ふ
ほ
か
た
い
。

例
へ
ば
、
そ
の
平
時
貿
易
論
を
見
る
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
殊
に
世
界
恐
慌
の
所
懐
た
る
舶
腹
過
剰
を
恒
久
的
持
続
的
事
象
と

断
定
す
る
と
と
に
依
っ
て
、
ア
メ

p
カ
の
貿
易
業
者
は
容
易
且
つ
低
肢
に

l
l揚
合
に
伏
つ
て
は
コ
ス
ト
以
下
で
|
|
外
国
の
商
踏

)
)
)
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腹
を
利
用
す
る
と
と
が
問
来
る
、
従
っ
て
、
ず
メ
リ
カ
八
基
凶
と
し
で
は
探
算
の
と
れ
な
い
比
較
的
不
利
徒
庁
品
作
商
慣
?
一
創
設

Lι

考
で
ま
た
、
外
闘
の
海
運
同
盟
の
一
発
別
待
池
問
題
に
つ
い
て
も
一
九
一
三
年
に
し
一
既
に
カ
か
と
争

賓
が
校
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
現
柱
も
勿
論
問
題
に
在
り
得
た
い
、
と
論
断
し
、
更
に
、
臨
建
業
lr
一
貿
易
議
と
は
運
賃
の
貼
で
別
守

相
持
す
る
必
一
妥
は
な
い
、

の
剖
立
す
る
白
が
寧
ろ
常
然
で
あ
る
か
ら
、
市
山
運
業
主
促
進
す
る
己
と
は
舘
然
貿
易
業
を
阻
害
す
る
己
と
に
紅
る
、
と
筒
翠
に
結
論

す
る
白
で
あ
る
。

か
ろ
し
た
議
論
が
如
何
に
車
純
た
論
却
の
上
『
立
の
も
の
で

ιむ
か
は
改
め
て
論
説
す
る
を
裂
し
た
い
で
あ
ち
ろ

3

説
干
の
防
外

粧
済
を
車
在
る
粧
済
構
成
勝
、
し
か
も
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
そ
れ
と
同
巳
性
質
の
も
の
と
見
る
と
こ
ろ
に
耳
大
た
快
陥
か
ひ
そ
ん

で
る
る
。

今
日
で
は
依
勢
亦
二
控
l
て

「
前
界
大
戦
後
は
舶
肢
が
非
常
に
過
剰
を
来
た
し
航
粋
運
賃
卒
が
甚
だ
し
く
低
下
し
た
が
、

ゐ
る
。
閥
際
貿
易
は
幣
加
し
繋
舶
股
は
解
酷
叉
は
就
航
の
た
め
に
著
械
を
示
し
、
過
剰
船
腹
と
云
ふ
も
の
は
徐
り
見
受
け
む
や
内
に

沼

在
っ
た
。
」
一
九
三
七
年
十
一
月
に
合
衆
同
海
事
委
品
曾
の
殻
表
し
た
「
ア
メ
リ
カ
海
運
の
絞
術
的
羽
交
」
は
、
か
う
述
べ
て
ゐ
る
。

も
っ
と
も
、
己
れ
は
一
九
三
七
年
の
一
時
的
な
海
運
景
気
を
見
て
ゐ
る
の
だ
と
も
一
一
昌
へ
ぬ
己
と
も
た
い
け
れ
ど
も
、
ま
た
一
方
、
賞

は
こ
の
一
九
三
七
年
を
中
心
と
す
る
蛇
腹
不
足
と
そ
は
ド
イ
ウ
軍
の
進
攻
・
伊
エ
戦
争
・
ス
ベ
イ
y
内
飢
・
支
那
事
鑓
・
等
々
の
政
治
的

鵠

事
情
忙
巾
悶
ず
る
も
の
で
、
ジ
ェ
1
ス
流
の
一
第
十
九
世
紀
的
闘
際
分
諜
に
立
脚
す
る
自
由
貿
易
論
で
は
既
に
割
切
れ
た
い
も
の
を
合

ん
で
ゐ
む
の
で
あ
る
。
車
な
る
経
済
政
策
と
し
て
も
、
ジ
ェ

1
1
の
説
〈
が
如
き
は
「
外
闘
貿
易
を
外
国
般
主
に
頼
る
主
エ
ム
乙
左

で
あ
り
、
外
岡
姑
主
に
頼
る
と
云
ふ
こ
と
は
外
国
の
貿
易
商
の
利
経
が
第
一
義
的
に
考
へ
ら
れ
る
航
路
に
頼
る
と
一
式
ふ
こ
と
を
意
味

匂

心

げ

す
る
の
で
岳
っ
て
」
叫
世
界
恐
怖
又
は
オ
ヴ
タ
ワ
合
議
以
後
の
図
際
欣
勢
は
車
忍
る
平
時
貿
易
を
そ
己
に
考
へ
得
在
い
ほ

E
に
政
治

的
軍
事
的
賞
味
を
押
出
し
て
来
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
論
批
列

第
五
ヤ
丸
巷

第
二
、
一
三
、
四
抗

七
九

響古れてゐる宇うである。 ミー力ア日〈、「時時に於いで我が海軍を弧イじす
るために大規模な航洋商舶隊が凪要であふとの考へは舟〈巴虚儒で重品。大
航梓商醐除は戦時には弱さの源ではあっても、 E置さ白源Cはない。」云々。
Royal Meeker， H凶 toryof Shipping Suh:，idie絹，.New York， 1905， p. 216 



ア
メ

9
一
方
海
運
政
策
論
批
判
丹

事
五
十
九
巻

静
二
、
一
一
一
、
四
磁

丹、

O 

従
つ
で
、
海
運
同
盟
又
は
外
国
舶
主
の
差
別
待
遇
問
題
に
つ
い
て
も
、

「
海
運
は
極
め
で
競
争
性
に
宮
む
企
業
で
あ
っ
て
、

闘
の
般
で
も
利
用
し
よ
う
'
と
す
れ
ば
自
由
忙
利
用
出
来
る
。
個
々
の
舶
主
と
し
て
は
或
る
願
客
に
劉
し
特
に
不
利
従
な
差
別
待
過
な

ど
問
来
る
も
の
で
は
た
い
。
差
別
待
遇
は
今
日
で

ι取
志
て
で
言
ム
ほ

E
に
行
は
れ
て
ゐ
瓦
い
と
云
ふ
の
が
海
運
の
常
識
で
あ
弘
」

と
見
ら
れ
る
一
方
、
「
併
し
、
近
来
接
頭
し
て
来
た
海
運
岡
民
主
義
運
動
を
考
へ
る
と
昔
、
と
れ
は
ど
う
も
差
別
待
過
白
問
題
を
窓
起

叫

し
さ
う
で
あ
る
。
誠
に
注
意
す
べ
き
傾
向
主
一
一
日
は
ね
ぽ
友
ら
な
い
a
」
の
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
「
何
れ
に
し
て
も
、
白
岡
り
商
般
除

が
が
っ
ち
り
存
点
し
て
ゐ
ー
さ
へ
す
れ
ば
.
何
ん

E
茸
外
岡
般
が
差
別
待
温
を
始
め
よ
ろ
が
寸
分
と
れ
に
封
抗
山
川
市
滑
り
Q

白
で
あ
る
。
」

ま
た
‘
運
賃
閥
係
に
於
い
で
貿
易
業
者
v
t
海
運
業
者
と
は
封
立
す
る
の
が
常
然
と
見
る
ジ
ェ

1
ス
の
考
へ
方
も
、
個
々
の
取
引
閥

F
 

係
だ
け
を
見
て
杢
棋
と
し
て
の
関
係
又
は
持
続
的
相
閥
的
関
係
を
見
喪
つ
で
ゐ
る
も
の
と
言
ふ
ほ
か
は
社
い
。
世
界
梅
運
渡
良
の
基

盤
が
世
界
貿
易
の
溌
展
に
あ
る
己
と
は
一
般
の
常
識
で
あ
り
、
ベ
ル
H
Y
景
気
研
究
所
の
入
念
左
分
析
が
明
に
立
一
蹴
し
て
ゐ
る
と
こ

組

ろ
で
あ
る
。

だ
が
、
詳
述
す
る
ま
で
も
な
〈
、
か
う
し
た
ジ
ェ
l
ス
の
所
設
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
闘
が
内
陣
資
源
白
製
官
な
産
業
資
本
家
国
又

は
狙
大
な
債
檎
闘
で
あ
る
と
云
ふ
事
寅
に
前
提
を
世
〈
も
の
で
あ
つ
で
、

E

D
限
り
に
於
い
て
、
そ
れ
は
特
に
ア
メ
リ
カ
的
と
一
一
日
は

ね
ば
左
ら
な
い
。
品
質
優
良
に
し
て
し
か
も
極
め
て
低
康
宏
令
紫
閲
轍
州
品
に
針
し
て
は
特
に
合
衆
国
で
航
洋
舶
を
仕
立
て
で
士
で

版
資
に
官
折
ら
左
〈
て
も
、
世
界
各
地
か
ら
買
手
は
ふ
ん
だ
ん
に
つ
〈
、
従
つ
で
、
買
手
白
仕
立
て
る
来
航
般
に
己
れ
を
搭
載
す
れ

ば
そ
れ
で
結
構
十
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
、
よ
り
有
利
な
内
陸
産
業
を
揮
ぶ
こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
れ
、
好
ん
で

引
合
は
な
い
海
運
業
を
無
現
し
て
ま
で
助
長
促
進
す
べ
き
で
な
い
、
そ
れ
は
比
較
生
産
費
の
経
消
際
迎
に
背
反
す
る
、
か
う
い
っ
た

考
へ
方
が
そ
白
根
抵
に
棋
は
っ
て
ゐ
る
の
で
あ

r
る。

E 
0:0 

United States Maritirne Commission， Economic Survey of the American 
Merchant -Marine. .1937. p. 7・(佐浪謀、「ア A 9カ海越田植掛的調査」四頁。)
Im;titut tur Konjunkturfo日chung，Der Wettbewert ln der Seeschiftahrt， 1940 
S目白(佐世謹「海運に掛ける競事J66買。) 曹
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と
の
強
引
在
論
法
は
彼
白
申
立
貿
易
論
で
も
国
防
論
で
も
心
臓
強
〈
探
ら
れ
て
ゐ
る
。
邸
ち
、
彼
の
謂
は
ゆ
毛
積
極
的
中
立
政
策

の
揚
合
、
問
題
白
日
核
心
は
巌
正
中
立
が
守
ら
れ
る
か

E
う
か
に
あ
る
の
を
、
制
洋
商
舶
除
を
保
有
す
る
己
と
が
7
メ
ロ
カ
を
参
戦
に

引
入
れ
る
、
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
し
で
は
航
洋
商
舶
隊
を
保
有
す
ペ
雪
で
た
い
、
と
読
昔
、
ま
た
、
消
極
的
中
立
政
策
の
揚
合
は
、

一
事
柄
白
性
質
上
、
外
岡
舶
の
来
航
で
も
う
で
事
が
足
り
る
、
従
う
で
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
外
洋
商
船
隊
を
必
要
と
し
友
い
、
と
主
張

す
る
白
で
あ
る
。

海
運
闘
防
論
で
の
彼
の
立
岨
閣
は
一
一
暦
は
っ
き
り
し
て
ゐ
る
。
商
舶
が
園
防
機
能
に
一
定
。
限
界
を
有
す
る
と
と
は
皐
に
そ
れ
自
躍

と
し
て
自
明
の
理
で
あ
る
が
、
伎
は
己
れ
を
唯
一
の
根
擦
と
し
で
車
純
民
議
論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
↓
昌
ふ
ま
で
も
な
〈
、
我
々

に
と
っ
て
の
円
晶
画
の
問
題
は
園
防
機
能
.
陀
於
け
る
と
白
限
界
で
あ
る
ロ
限
界
を
有
ち
つ
つ
己
の
限
界
内
に
於
い
て
如
何
に
園
防
に
寄

興
す
る
の
か
問
題
、
謂
は
ぽ
限
界
の
相
針
性
比
閲
す
る
問
題
で
あ
る
e

従
っ
て
、
¥
ジ
ェ

1
ス
の
詑

f
商
品
聞
か
然
ら
ざ
れ
ば
軍
艦
か
と

言
ふ
が
如
き
単
純
社
暗
躍
捧
論
は
受
営
を
依
〈
と
言
は
ね
ば
友
ら
な
い
。
「
海
運
が
海
軍
力
に
寄
興
す
る
割
合
如
何
に
つ
い
で
は
諸
説

が
あ
る
が
、
賓
の
と
と
ろ
、
か
ろ
し
た
割
合
の
算
出
自
髄
は
不
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
不
必
要
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
謂
は
ぽ
相
封
の

問
題
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
肺
臓
叉
は
心
臓
が
人
韓
民
如
何
た
る
慣
値
を
有
っ
か
を
詮
議
立
て
す
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

岡
家
非
常
の
際
一
閣
の
軍
隊
が
有
放
に
機
能
を
果
す
が
た
め
に
は
豆
大
た
商
舶
腹
を
必
要
E
ず
る
、
と
一
式
ふ
上
り
外
に
言
ひ
方
は
左

dw 

h
o」
「
海
運
の
問
題
主
え
る
揚
合

E
E考
慮
し
友
け
れ
ば
注
ら
由
の
は
・
」
「
海
運
が
貿
易
促
進
と
闘
防
確
保
と
い
ふ
二
震
の
本

質
的
に
矛
盾
す
る
機
能

E
果
さ
在
く
で
は
左
ら
ぬ
己
主
で
あ
る
。
岡
防
機
能
か

ιす
れ
ば
、
例
へ
ば
遁
ガ
を
特
に
大
雪
〈
し
隔
壁
も

普
通
以
上
に
厚
い
も
の
を
用
ぴ
在
〈
で
は
左
ち
由
が
、
と
れ
は
蓮
航
費
を
割
高
に
す
る
か
然
ら
ざ
れ
ば
商
般
と
し
て
の
機
能
主
低
下

直
す
、
又
は
己
れ
ら
雨
方
を
結
果
す
る
白
で
あ
っ
て
、
軍
事
目
的
上
本
質
的
に
必
要
と
考
へ
ら
れ
る
や
う
な
商
結
白
或
る
も
の
は
経

済
的
に
は
殆
ん

E
又
は
全
く
役
忙
立
た
な
い
も
白
で
あ
る
。

h
〈
考
へ
で
見
る
と
、
」
「
泊
営
在
る
海
還
を
保
有
す
る
と
い
ふ
と
と
は
、

ア
メ
'
力
構
遮
政
策
論
批
判

第
二
、
一
一
一
、
四
鶴

1¥. 

停
五
十
九
巻

34) 佐法曹、アメ~;/J海蓮田組情的調査、日頁。
35) 36) 37) 佐渡曹、同、 '3頁。
38) 佐世謹、海運に於げる競争 94頁以下a
39) 佐波課、ア~ ])方海運D極済的調査、月頁。



ア
メ
リ
カ
栴
蓮
政
策
論
批
判

事
二

J
一、聞披

J、

体
五
十
九
巻

個

こ
の
著
し
イ
喰
建
ム

l
l或
る
揚
合
に
は
矛
盾
し
合
ム
ー
ー
ー
要
求
を
成
る
限
界
内
で
調
和
さ
せ
る
と
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
の
」
要

す
る
に
、
経
消
的
に
は
採
算
の
採
れ
た
い
外
洋
商
結
除
で
あ
h

り
闘
防
機
能
の
黙
で
は
軍
艦
に
劣
る
商
船
隊
で
あ
っ
て
も
、
国
防
白
た

め
に
は
常
時
ζ

れ
を
保
有
し
た
け
れ
ば
た
ち
左
い
と
云
ふ
'
F
一
と
る
に
園
防
と
い
ふ
も
の
の
有
つ
差
迫
っ
た
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
ジ
ェ

l
ス
の
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
論
砂
一
紹
介
じ
批
判
し
た
が
、
左
ほ
、
-
三
国
ひ
落
し
た
極
め
て
軍
要
在
問
題
が
あ
る
。

J
v
z
I
ス
の
取
上
げ
た
ん
1
ズ
ヴ
ヱ
ル
ト
の
政
策
宣
言
は
貸
は
ア
メ
リ
カ
商
船
隊
を
大
規
模
に
代
替
建
浩
す
る
己
と
を
主
目
制
と

大

す
る
も
白
で
あ
っ
た
。
第
一
失
世
界
大
戦
で
会
常
迭
さ
れ
も
K

ア
メ
リ
カ
商
船
隊
は

I
度
己
の
常
時
に
於
い
で
急
速
に
低
質
化
老
廃
化

し
つ
つ
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
航
洋
乾
貨
物
舶
の
八
八
パ
ァ
セ

y
ト
(
隻
数
)
乃
至
八
三
パ
ア
セ

y
ト
(
嚇
数
)
は
一
九
四
二
年
に
は
老
齢

期
に
入
る
と
云
ふ
欣
態
で
あ
っ
丸
。
「
ア
メ
リ
カ
商
船
除
は
不
幸
に
し
て
一
斉
に
建
出
せ
ら
れ
た
。
そ
し
で
、
今
手
、
ま
た
、
不
幸

位

に
し
て
一
斉
に
老
殿
化
し
つ
つ
あ
る
」
と
云
ふ
欣
態
で
あ
っ
た
。
「
E
D
舶
種
E
白
舶
型
を
見
て
も
、
軍
が
緒
戦
に
於
い
て
必
要
と
す

倍
る
最
小
限
度
白
も
の
し
か
備
へ
て
ゐ
左
い
。
下
メ
リ
カ
商
柚
隊
は
厩
朽
の
度
甚
だ
し
く
、
そ
の
性
能
は
非
道
〈
低
下
し
て
ゐ
る
の
蓮

力
の
賭
は
特
に
憂
ム
ペ
曹
赦
態
に
あ
る
e

艦
隊
と
行
動
を
共
に
し
得
る
高
蓮
の
泊
槽
舶
及
び
貨
物
舶
に
至
っ
て
は
、
誠
に
抽
聖
子
た
る

川
崎

有
様
で
あ
る
。
」
己
れ
は
前
記
合
衆
園
海
事
委
員
舎
が
綿
密
左
調
査
の
結
果
到
達
し
た
結
論
で
あ
る
が
、
か
号
し
た
政
治
的
軍
事
的
危

M
W
 

機
に
直
商
し
て
必
要
注
の
は
、
言
ふ
ま
で
も
た
〈
、
そ
の
商
舶
除
の
大
部
分
を
代
替
建
遣
す
る
と
と
で
あ
っ
て
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

6

大
統
領
の
政
策
宣
言
従
っ
て
一
九
三
六
年
商
船
法
は
専
ら
か
か
る
大
規
模
白
代
替
建
治
を
目
的
正
す
る
も
白
で
あ
っ
た
。
一
九
二
八

年
商
船
法
が
全
然
果
し
得
左
か
っ
た
代
般
建
造
計
聾
彰
一
達
成
す
る
と
止
を
主
眼
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
常
時
の
ア
メ
リ
カ
は
ジ
ェ

ー
ス
流
の
自
由
貿
易
論
的
世
界
観
で
は
到
底
露
賢
出
来
た
い
危
機
に
営
面
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
P

我
々
は
と
の
こ
と
を
そ
白
後
に
後

展
し
た
第
二
失
世
界
大
戦
に
於
け
る
T
メ
担
カ
権
運
政
策
と
の
閥
聯
に
於
い
で
特
に
銘
記
し
た
け
れ
ぽ
た
ち
由
。

佐世語、同、 58買。
佐世課、同、，8貰。

4') 
43) 

佐波謀、問、，8頁。
佐世曹、同. 1:29-30頁。
件龍帯、同、 '9頁。

判
制
川
相




